
青森県感染症対策連携協議会

第４回全体会議

次 第

【協議事項】

１ 青森県感染症予防計画の改訂について…資料１（別添１：最終案）

２ 青森市及び八戸市感染症予防計画の策定について…資料２（別添２、３：最終案）

【報告事項】

１ 病床に係る医療措置協定の締結状況について…資料３（別紙一覧）

２ 病床以外の医療措置協定の進め方について…資料４
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構成員名簿

区分 所属 職 氏名 備考
感染症指定医
療機関

青森県立中央病院 院⾧ 藤野 安弘

弘前大学医学部附属病院 病院⾧ 袴田 健一

八戸市立市民病院 院⾧ 水野 豊

つがる西北五広域連合
つがる総合病院

院⾧ 岩村 秀輝 欠席

十和田市立中央病院 院⾧ 髙橋 道⾧

一部事務組合下北医療セン
ターむつ総合病院

副院⾧ 葛西 雅治

診療に関する
職能団体

公益社団法人青森県医師会 常任理事 田中 完

一般社団法人青森県歯科医
師会

専務理事 柏崎 秀一

一般社団法人青森県薬剤師会 副会⾧ 近井 宏樹

公益社団法人青森県看護協会 会⾧ 柾谷 京子

診療に関する
学識経験者

青森県感染症対策コーディネーター 大西 基喜 欠席

青森県災害医療コーディネーター 花田 裕之

報道機関（医
療を受ける立
場にある者）

株式会社陸奥新報社青森支社⾧ 今井 珠世

区分 所属 職 氏名 備考

高齢者施設等、
障害福祉サー
ビス事業者等
の関係団体

公益社団法人青森県老
人福祉協会

会⾧ 棟方 光秀

青森県知的障害者福祉
協会

会⾧ 中村 伸二

検疫所 仙台検疫所青森出張所 出張所⾧ 小⾧谷 正美

消防機関 青森県消防⾧会 青森地域広域事
務組合消防本部
警防課⾧

門間 誠

保健所設置市 青森市保健部 保健所⾧ 野村 由美子

八戸市健康部 保健所⾧ 工藤 雅庸

県 青森県健康福祉部 健康福祉部⾧ 永田 翔 議⾧代行：
若松次⾧

保健所 東地方保健所 所⾧ 立花 直樹

弘前保健所 所⾧ 齋藤 和子

三戸地方保健所 次⾧ 保木 卓也

五所川原保健所 所⾧ 鍵谷 昭文

上十三保健所 次⾧ 和栗 敦

むつ保健所 次⾧ 石澤 裕知

地方衛生研究所 青森県環境保健センター 所⾧ ⾧谷川 寿夫

計27人
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資料１協議事項１：青森県感染症予防計画の改訂について
１ これまでの経過

３ 青森県感染症予防計画（改訂案）最終案

御意見等 対応案
○人材派遣について
・DMAT等が含まれているが、原則県内派遣か
・県外への災害派遣が含まれる場合、数値目標の医師25人、
看護師72人は厳しい数字

・今後、人材育成として研修も掲げられており、具体的な
方策も大変そう

○実施段階で検討
・数値目標は、県内医療機関における派遣可能な医師・看護師の実人数であり、新型コロナ対応
での実績をベースに設定

・基本的には県内派遣を想定（その中から県外派遣可能な医療従事者を併せて把握）
・全員がDMAT等の登録資格者である必要はない
・今後、県事業や国の研修事業等も活用しながら、人材育成に地道に取り組み、各医療機関に協
力を依頼していきたいと考える

○環境保健センターの役割
・環境保健センターの役割は、「診断」ではなく「検査機
器の結果に基づく判定」であるため、「PCR検査」など
に修正が望ましい

○改訂案に反映
（P29）
「環境保健センターの役割が、診断から変異株の遺伝子解析等にシフト」→「衛生研究所の役割
が、有症状者等のPCR検査から変異株の遺伝子解析等にシフト」

○字句の修正 ○改訂案に反映
（P12，13，17）
「国立研究開発法人国立国際医療センター」→「国立研究開発法人国立国際医療研究センター」
（P7，23）
「老人福祉施設等」→「高齢者施設等」

２ 提出された意見等

・別添１のとおり（令和６年４月の組織改正により「青森県環境保健センター」が「健康医療福祉部」の所管
になるとともに「青森県衛生研究所」に名称変更される予定を反映）※青森県議会（令和6年2月定例会）で関係条例案を審議中

1月15日 青森県感染症対策連携協議会第3回全体会議（書面開催）において素案協議
1月19日 青森県議会環境厚生委員会に報告
1月31日 連携協議会構成員からの意見を反映し、改訂案を策定
2月7日～3月7日 改訂案についてパブリック・コメントを実施

改訂案について青森県議会環境厚生委員会及び市町村に意見照会



4

資料２－１協議事項２：青森市感染症予防計画の策定について

１ 策定経過

３ 青森市感染症予防計画 最終案

２ パブリック・コメントの結果

・別添２のとおり

令和5年12月26日 青森市健康福祉審議会地域保健専門分科会において素案（イメージ）を審議

令和6年 1月15日 青森県感染症対策連携協議会第3回全体会議（書面開催）において素案を送付

1月19日 青森市議会民生環境常任委員会においてパブリック・コメントの実施等を報告
（青森市議会危機管理対策特別委員会委員へ資料配布）

1月27日 青森市健康福祉審議会地域保健専門分科会委員へパブリック・コメント資料を送付

2月1日～2月29日 素案のパブリック・コメントを実施

・意見なし
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資料２－２協議事項２：八戸市感染症予防計画の策定について

１ 策定経過

３ 八戸市感染症予防計画 最終案

２ パブリック・コメント結果

・別添３のとおり

令和6年 1月15日 青森県感染症対策連携協議会第3回全体会議（書面開催）において素案を送付

1月19日 八戸市議会民生環境常任委員会において素案について説明し、パブリック・コメン
トの実施を報告

2月1日 市の関係機関及び連携協議会構成員からの意見を反映し、原案を策定

2月7日 ～ 3月7日 原案のパブリック・コメントを実施

・ご意見なし
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報告事項１：病床に係る医療措置協定の締結状況

（１）合意に至った医療機関（協定締結手続き中を含む）

フェーズ２ フェーズ３ フェーズ４
一般病床 ２４３床

（うち重症１４床）
４５１床

（うち重症１４床）
５９３床

（うち重症１９床）
精神病床 ４８床 ４８床 ５６床

計 ２９１床 ４９９床 ６４９床

※内訳は別紙一覧のとおり（感染症病床を含む）

８８医療機関（病院：８７、診療所：１） ※個別協議を行った県内の全ての病院と合意

（２）公表

・合意に至った全ての医療機関との協定締結手続きが完了次第、県ホームページにおいて公表する予定

・公表する内容は、国のガイドラインに基づき、協定締結医療機関の名称及び締結した協定の種類とする

資料３
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報告事項２：病床以外の医療措置協定の進め方について

医療措置の種類 対象 概要

外来診療 病院、診療所 ・有症状者等の診療、検査

自宅療養者等への
医療提供

病院、診療所、
薬局、訪問看護事業所

・往診、オンライン診療
・オンライン等による服薬指導、薬剤配送
・訪問看護

後方支援 病院、（有床）診療所 ・感染症患者を受け入れる医療機関から、感染症患者以外の患者の転院受入れ
・感染症の療養期間終了後も継続して入院が必要な患者の転院受入れ

人材派遣 病院、診療所 ・感染症患者の医療に従事するための医師・看護師の派遣
・感染症拡大防止対策等に従事するめの医師・看護師の派遣

○対象となる医療機関について、個別に協定締結の意向
と協力できる内容の確認を進める

○令和６年４月から着手し、令和６年９月末までの協定
締結事務の完了をめざす

【病床に係る協定を締結している医療機関】
・病床確保のほかに協定締結の意向がある場合、協定書を一部変更
（個別対応）

【事前調査で協力可能と回答した医療機関】
・協定書案（ひな型）と手続き方法を案内（個別対応）

【その他の医療機関】
・県ホームページの周知による公募
・県が開催する感染症対策研修会等での周知

事
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査
に
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る
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向
確
認

R５年９月
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ー
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続
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内
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＋

協
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結
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力
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き
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R６年10月頃

資料４



項目
第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

医療措置協定等の
締結

新型インフルエン
ザ等青森県行動計
画の見直し検討

連携協議会
開催スケジュール

決裁

全体
会議
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今後の進め方について（令和６年度のイメージ）

改訂案
協議

参考

政府行動
計画の
見直し？

医療措置協
定の締結事
務完了
（目途）

予防計画の改訂の
必要性を検討し、
方針を協議

締結状況の報告

県行動計画の見直し検討（有識者会議の開催等）

人事異動
等に伴う
構成員の
委嘱手続
き

公表

各医療機関と個別協議・協定締結

全体
会議

その他協定
の締結事務
完了
（目途）

検査機関、宿泊事業者等と個別協議・協定締結

改訂が必要な場合

計画
部会

計画
部会

改訂の概要案
協議

改訂の素案
協議


